
想
に
基
づ
く
北
口
広
場
の
整
備
な

ど
事
業
と
し
て
結
実
し
な
か
っ
た

こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
一
方
で
は
、

中
野
四
丁
目
東
地
区
の
市
街
地
再

開
発
、
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
を
中
心

と
し
た
も
み
じ
山
一
帯
な
ど
成
果

の
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
の
推
進

木
村
議
員

環
境
基
本
計
画
に

お
い
て
、
水
と
親
し
め
る
空
間
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、

公
共
施
設
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
現
在

の
状
況
と
取
り
組
み
は
。

答

ビ
オ
ト
ー
プ
を
計
画
す
る

場
合
、
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
、
近
隣
の
方
や
自
然
環
境
に

興
味
が
あ
り
、
知
識
を
持
つ
方
々

が
管
理
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
公
園
で

は
上
高
田
公
園
に
１
カ
所
で
あ
る

が
、
公
園
に
限
ら
ず
、
公
共
空
間

で
環
境
が
整
え
ば
、
機
会
を
と
ら

え
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
民
間
施

設
で
も
積
極
的
に
整
備
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
、
ビ
オ
ト
ー

プ
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

平
和
の
森
公
園

藤
本
議
員

ス
ポ
ー
ツ
施
設
機

能
を
計
画
に
生
か
す
よ
う
求
め
た

陳
情
が
、
平
成
１１
年
に
採
択
さ
れ

て
い
る
が
、
芝
生
広
場
で
は
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
禁
じ
て
い
る
。

曜
日
で
利
用
を
区
切
る
な
ど
、
工

夫
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
新
設

さ
れ
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
（
犬
の
た
め

の
広
場
）
は
、
小
規
模
で
整
備
不

足
だ
。
区
民
の
声
を
聞
き
、
満
足

度
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
た
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
と
一
般
の
利
用

を
、
場
所
や
曜
日
で
区
切
る
方
法

も
あ
る
が
、
区
民
の
意
向
を
伺
い

十
分
検
討
し
た
い
。
今
の
ド
ッ
グ

ラ
ン
は
暫
定
的
な
も
の
で
、
利
用

者
を
満
足
さ
せ
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
。
今
後
開
設
す
る
場
合
の
宿

題
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

藤
本
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
に
と
っ
て
有
効
な
手
段
と
な

る
。
規
制
緩
和
に
よ
り
バ
ス
路
線

新
設
が
容
易
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、

南
部
や
北
部
に
お
け
る
実
現
に
向

け
、
区
か
ら
バ
ス
会
社
に
対
す
る

働
き
か
け
は
行
っ
て
い
る
か
。

答

区
の
検
討
要
請
に
対
し
、

京
王
バ
ス
か
ら
、
中
野
新
橋
駅
付

近
の
路
線
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

の
回
答
を
得
た
。
上
鷺
宮
地
区
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
関
東
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、
ハ
イ
ヤ
ー
業
者
な
ど

に
検
討
を
求
め
て
い
る
。

野
方
駅
北
口
改
札
口

藤
本
議
員

踏
切
渋
滞
の
不
便

さ
は
、
生
活
実
感
と
し
て
体
験
し

な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。
沼
袋

駅
南
口
は
、
区
民
、
議
会
、
行
政

の
働
き
か
け
と
、
区
の
費
用
負
担

に
よ
り
開
設
さ
れ
た
。
野
方
駅
北

口
改
札
口
の
設
置
に
向
け
た
、
区

の
意
気
込
み
を
聞
き
た
い
。

答

区
内
の
西
武
鉄
道
の
駅
で
、

北
口
が
な
い
の
は
野
方
駅
だ
け
で

あ
る
。
駅
北
側
の
住
民
が
困
っ
て

い
る
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て
い

る
つ
も
り
だ
。
少
し
幅
を
持
っ
た

検
討
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
む
所

存
で
あ
る
。

学
校
図
書
館
と
区
立
図
書
館

岩
永
議
員

�
学
校
図
書
館
指

導
員
の
配
置
継
続
を
求
め
た
い
と

思
う
が
、
そ
の
決
意
は
ど
う
か
。

�
区
立
図
書
館
の
業
務
委
託
お
よ

び
地
域
図
書
館
を
、
半
径
１
キ
ロ

圏
に
１
館
と
し
、
７
館
か
ら
４
館

に
す
る
と
い
う
図
書
館
の
あ
り
方

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
区
民
不
在
で
乱
暴
な
報
告
の

検
討
は
、
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

�
図
書
館
指
導
員
は
、
児

童
・
生
徒
の
読
書
意
欲
の
向
上
や

図
書
館
の
環
境
整
備
に
大
き
な
働

き
を
し
て
い
る
。
今
後
も
ぜ
ひ
続

け
て
い
き
た
い
。
�
教
育
委
員
会

と
し
て
結
論
を
出
し
て
お
ら
ず
、

議
論
の
過
程
で
あ
る
。
撤
回
す
る

し
な
い
を
言
う
段
階
で
は
な
い
。

環
境
教
育
の
現
状

木
村
議
員

施
政
方
針
説
明
で
、

小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
冷

房
の
導
入
に
合
わ
せ
、
地
球
環
境

問
題
に
つ
い
て
の
教
育
を
全
て
の

小
・
中
学
校
で
強
化
す
る
と
い
っ

て
い
る
が
、
現
在
、
学
校
教
育
で

は
環
境
教
育
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

答

理
科
や
社
会
科
の
中
で
の

学
習
や
道
徳
で
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
は
、
調
べ
学
習
を
基
本
と

し
た
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
最
近
で
は
、
理
論
だ
け
で
な

く
、
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
実
践
的
な

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
環
境
教
育

木
村
議
員

環
境
問
題
は
、
こ

れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

思
う
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る
今

後
の
環
境
教
育
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

環
境
教
育
を
平
成
１５
年
度

の
重
点
目
標
の
一
つ
と
し
、
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
環
境

教
育
に
取
り
組
み
、
地
域
活
動
に

つ
な
が
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お

り
、
教
育
委
員
会
で
も
基
本
的
な

指
導
計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
。

区
報西

村
議
員

区
政
情
報
の
提
供

に
中
野
区
報
は
必
須
な
の
に
、
届

い
て
い
な
い
世
帯
は
か
な
り
多
い
。

全
世
帯
に
各
戸
配
布
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
各
戸
配
布
が
困
難
な

ら
、
日
刊
６
紙
へ
の
新
聞
折
込
の

他
、
広
報
ス
タ
ン
ド
設
置
箇
所
を

も
っ
と
増
や
す
な
ど
、
工
夫
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

区
の
情
報
伝
達
に
区
報
は

最
大
の
媒
体
で
あ
り
、
今
後
も
全

戸
配
布
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
財
政
的
・

時
間
的
な
制
約
は
あ
る
が
、
区
政

の
説
明
責
任
の
徹
底
と
い
う
意
味

か
ら
も
、
よ
り
き
め
細
か
な
配
布

の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

教

育

区
政
一
般

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
は
、

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
の

当
日
、
区
議
会
事
務
局
（
区
役

所
議
会
棟
３
階
）
で
傍
聴
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
受
け
付
け
は
会
議
開
会
の
１

時
間
前
、
入
場
は
３０
分
前
か

ら
に
な
り
ま
す
。
本
会
議
は

定
員
１
０
０
人
（
た
だ
し
、

椅
子
席
は
先
着
８０
人
）、
委

員
会
は
定
員
１５
人
で
す
。

★
本
会
議
場
や
委
員
会
室
へ
の

携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
持
ち
の
方
は
、
事
務
局
で

お
預
か
り
し
ま
す
。

★
そ
の
他
、
傍
聴
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会

事
務
局
（
電
話
３
２
２
８－

８
８
７
０
）
ま
で
。

区
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

請
願
・
陳
情
制
度
と
は

請
願
・
陳
情
は
、
保
健
・
福
祉

や
教
育
、
環
境
、
災
害
対
策
な
ど

区
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
区
議
会
に
要
望
で
き
る
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
は
誰
で
も
直
接

自
分
の
意
思
を
議
会
に
伝
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

請
願
は
、
議
員
の
紹
介
が
必
要

で
す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
審
査
の
経
過
は
、
委
員
会

や
本
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
議
会
で
審
査
し
採
択
し
た
請

願
・
陳
情
は
、
区
長
や
教
育
委
員

会
な
ど
の
執
行
機
関
に
送
付
さ
れ
、

問
題
の
解
決
や
内
容
の
実
現
に
努

力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
区
だ
け
で
解
決
で
き
な

い
問
題
は
、
意
見
書
に
し
て
国
や

東
京
都
に
改
善
な
ど
を
は
た
ら
き

か
け
ま
す
。

な
お
、
請
願
・
陳
情
を
提
出
し

た
方
に
は
、
本
会
議
で
の
採
決
結

果
を
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

請請請
願願願（（（
陳陳陳
情情情
）））書書書
ののの
書書書
ききき
方方方

�
件

名

請
願（
陳
情
）の
内
容
を
表
す
件

名
を
「
○
○
○
○
に
つ
い
て
」
と

簡
潔
に
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�
紹
介
議
員

請
願
の
提
出
に
は
、
紹
介
議
員

の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
が
必
要

で
す
。
陳
情
に
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。�

請
願（
陳
情
）者
の
住
所
・
氏

名

請
願（
陳
情
）者
の
住
所
を
記
載

し
、
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
し
て

く
だ
さ
い
。

署
名
簿
を
添
付
す
る
場
合
、
署

名
者
の
住
所
を
記
載
し
、
署
名
ま

た
は
記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

�
請
願（
陳
情
）の
主
旨
・
理
由

主
旨
と
は
、
議
会
に
請
願
（
陳

情
）
し
よ
う
と
す
る
事
柄
で
す
。

二
つ
以
上
あ
る
と
き
は
、
箇
条
書

き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

理
由
と
は
、
主
旨
の
説
明
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か

請
願
・
陳
情
制
度

請願（陳情）の
審議の流れ

請願（陳情）者

請願（陳情）書

議 長

請願（陳情）書
○○年○月○日

中野区議会議長殿

�件 名 ○○○○○○○○について
�紹 介 議 員 ○○○○
（陳情の場合は不要）

�請願（陳情）者 住所○○○○
氏名○○○○

�主 旨 ○○○○○○○○○○○○○○○○

理 由 ○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

本会議で委員会に付託

委員会で審査

本会議で採決

不採択採 択継続審査

主旨の実現を
執行機関に要請

平成15年（2003年）5月4日 （6）第185号




